
魅力ある組合作りを進め
組織の強化拡大を図ろう‼

建
設
長
崎
で
は
七
月
十
六
日
に
長
崎
新
聞

文
化
ホ
ー
ル
で
、
第
七
十
二
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
県
下
各
地
よ
り
代
議
員
・

執
行
部
・
来
賓
、
書
記
局
な
ど
二
百
三
十
一

人
が
参
加
。
新
年
度
に
向
け
、
組
織
拡
大
や

仕
事
確
保
、
建
設
国
保
な
ど
に
つ
い
て
取
り

組
み
方
針
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

寺
田
副
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
後
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く

な
ら
れ
た
組
合
員
に
対
し
て
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
里
資
格
審

査
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、

大
会
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
議
長
に
は
、
西
彼
支

部
の
山
中
茂
代
議
員
と
島
原
支

部
の
松
田
年
市
代
議
員
を
選
出
。

は
じ
め
に
、
執
行
部
を
代
表

し
て
舩
津
委
員
長
よ
り
、「
昨

年
十
八
年
ぶ
り
に
組
織
純
増
し

た
そ
の
勢
い
を
閉
ざ
す
こ
と
な

く
賃
金
・
仕
事
確
保
、
仲
間
の

助
け
合
い
、
国
保
の
予
算
確
保

な
ど
様
々
な
運
動
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

二
年
連
続
で
三
十
二
名
の
純
増

で
今
大
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
皆
様
の
ご
奮
闘
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
建
設
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
担
い

手
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
も
組
合

員
の
お
力
添
え
と
団
結
で
、
諸

活
動
の
充
実
を
図
り
、
魅
力
あ

る
組
合
づ
く
り
を
進
め
て
参
り

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

労
働
団
体
、
各
政
党
な
ど
の

来
賓
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

全
建
総
連
の
小
川
賃
金
対
策
部

長
か
ら
は
、
社
会
保
険
未
加
入

問
題
な
ど
建
設
産
業
を
め
ぐ
る

情
勢
報
告
を
交
え
て
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

組
織
拡
大
表
彰
で
は
、
個
人

と
し
て
一
年
間
に
五
名
以
上
の

拡
大
を
し
た
四
名
の
方
々
。
続

い
て
、
支
部
と
し
て
年
間
拡
大

目
標
と
純
増
を
達
成
し
た
九
支

部
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
今
年
の
六
月
に
開
催
さ

れ
た
青
年
技
能
競
技
大
会
で
受

賞
さ
れ
た
選
手
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

議
案
で
は
、
平
成
二
十
八
年

度
活
動
経
過
と
会
計
決
算
報
告
、

そ
し
て
平
成
二
十
九
年
度
運
動

方
針
案
、
会
計
予
算
案
に
つ
い

て
執
行
部
よ
り
提
案
。
数
名
の

代
議
員
か
ら
発
言
が
あ

り
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
後
、
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
田

中
選
挙
管
理
委
員
長
よ

り
平
成
二
十
九
年
度
役

員
に
つ
い
て
提
案
が
な

さ
れ
、
舩
津
委
員
長
の

再
任
な
ど
五
十
一
名
の

新
役
員
を
選
出
。

全
員
の
拍
手
で

新
執
行
部
が
承

認
決
定
さ
れ
、
今
回
、

七
名
が
新
任
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
大
会
議
長

が
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
組
織
の
強
化
・
拡
大

で
仕
事
確
保
を
図
り
、

建
設
現
場
で
働
く
者
の

未
来
と
希
望
の
実
現
を

目
指
そ
う
！
」
と
十
二

項
目
の
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
高
ら
か
に
読
み
上

げ
、
出
席
者
全
員
の
拍

手
で
採
択
。
続
い
て
、

村
上
青
年
部
長
が
、「
本
大
会

で
決
定
し
た
運
動
方
針
に
則
っ

て
全
力
で
推
進
す
る
」
と
、
大

会
宣
言
を
力
強
く
読
み
上
げ
ま

し
た
。

最
後
に
、
伊
藤
副
委
員
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
、
新
役
員
を
代

表
し
て
、
舩
津
委
員
長
が
「
団

結
が
ん
ば
ろ
う
」
を
三
唱
し
て

大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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執行委員長あいさつ

組
合
員
の
お
力
添
え
と
団
結
で
、諸
活
動
の
充
実
を
図
る

舩津栄市氏

本
日
は
、
県
下
各
地
よ
り
ご

参
集
頂
き
ま
し
た
代
議
員
の
皆

様
、
本
部
役
員
の
皆
様
た
い
へ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
ま
た
、

公
私
共
に
ご
多
忙
の
中
、
ご
臨

席
を
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆

様
、
本
日
は
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

先
ず
は
、
今
月
五
日
か
ら
北

部
九
州
を
中
心
に
降
り
つ
づ
い

た
豪
雨
は
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
心
よ
り
お
悔
や
み

と
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
、
様
々
な
動
き
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
七
月
の
参

議
院
選
挙
の
結
果
、
自
民
党
な

ど
の
与
党
改
憲
勢
力
が
衆
参
で

2
／
3
以
上
を
占
め
る
中
、「
安

保
法
改
正
」
や
「
共
謀
罪
」
が

強
行
採
決
さ
れ
、
強
引
な
国
会

運
営
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
先
般
七
月

二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
東
京
都

議
会
選
挙
で
は
、
共
謀
罪
に
加

え
森
友
、
加
計
学
園
問
題
の
疑

惑
に
対
す
る
政
府
の
説
明
不
足
、

さ
ら
に
は
相
次
ぐ
閣
僚
の
失
言

な
ど
の
影
響
を
受
け
、
自
民
党

は
歴
史
的
敗
退
を
喫
し
、「
安

倍
一
強
体
制
」
に
大
き
な
打
撃

と
な
り
、
内
閣
支
持
率
も
大
き

く
引
き
下
が
っ
て
い
ま
す
。

国
内
の
景
気
は
、
円
安
・
ド

ル
高
基
調
で
輸
出
企
業
が
好
調

な
こ
と
か
ら
、
政
府
は
緩
や
か

な
回
復
基
調
と
し
て
い
ま
す
が
、

個
人
消
費
は
依
然
弱
い
ま
ま
で

低
迷
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

雇
用
が
改
善
す
る
中
、
設
備
投

資
や
事
業
拡
大
を
進
め
よ
う
と

す
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
い
ま

人
手
不
足
が
大
き
な
懸
念
材
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設
業
界
も
本
年
四
月
に
発

表
さ
れ
た
全
国
の
建
設
労
働
者

就
業
者
数
五
百
万
人
を
割
り
四

百
八
十
八
万
人
と
な
っ
て
い
ま

す
し
、
地
方
の
建
設
技
能
労
働

者
も
こ
の
二
十
年
間
で
三
割
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

団
塊
の
世
代
が
リ
タ
イ
ヤ
し
て

い
く
中
、
担
い
手
不
足
は
喫
緊

の
課
題
と
言
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
交
省
は
、

建
設
技
能
労
働
者
の
確
保
と
労

働
条
件
の
改
善
の
対
策
と
し
て
、

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
本

年
も
三
・
四
％
引
き
上
げ
、
こ

の
五
年
間
で
三
九
・
三
％
、
約

四
割
り
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
大

手
住
宅
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
バ

ブ
ル
期
後
期
並
の
売
上
と
利
益

を
上
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
重
層
下
請
け

構
造
の
中
で
働
く
現
場
の
建
設

労
働
者
や
、
私
た
ち
町
場
の
現

場
で
働
く
技
能
労
働
者
の
賃
金

が
引
き
上
が
っ
た
と
言
う
実
感

は
、
殆
ど
無
い
の
が
実
態
で
す
。

国
交
省
は
建
設
技
能
者
の
確

保
を
図
る
た
め
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
職

人
や
一
人
親
方
を
対
象
に
技
能

や
経
験
を
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積

し
、
技
能
や
経
験
に
応
じ
た
評

価
を
行
い
、
処
遇
改
善
の
環
境

作
り
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
技
能
者
の
育
成

や
就
労
機
会
に
繋
が
っ
て
行
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
ゼ

ネ
コ
ン
や
住
宅
企
業
が
優
秀
な

技
能
者
の
確
保
や
囲
い
込
み
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ

ま
す
の
で
、
注
視
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
組
合
は
昨
年
十
八
年

ぶ
り
に
組
織
数
が
純
増
に
転
じ

ま
し
た
。
そ
の
勢
い
を
閉
ざ
す

こ
と
な
く
組
織
拡
大
、
賃
金
・

仕
事
確
保
、
仲
間
の
助
け
合
い
、

国
保
の
予
算
確
保
な
ど
様
々
な

運
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

特
に
組
合
の
重
点
目
標
で

あ
っ
た
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、

各
支
部
の
熱
心
な
取
組
み
で
年

間
拡
大
目
標
で
あ
っ
た
四
百
名

の
拡
大
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

九
支
部
が
組
織
純
増
し
て
い

た
だ
き
、
昨
年
の
四
十
五
名
に

は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
二
年

連
続
で
三
十
二
名
の
純
増
で
今

定
期
大
会
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
組
合
員
皆
様
の
ご

奮
闘
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

賃
金
・
仕
事
確
保
の
取
組
み

で
は
、
県
や
自
治
体
に
対
し
私

た
ち
の
職
域
で
あ
る
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
対
す
る
助
成
制
度
の

継
続
と
拡
充
求
め
、
本
年
九
市

町
で
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
建
総
連
の
九
州
の

仲
間
た
ち
と
共
に
、
ゼ
ネ
コ
ン

や
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
適

正
な
賃
金
の
支
払
い
、
法
定
福

利
費
の
別
枠
支
給
な
ど
労
働
条

件
改
善
に
向
け
た
要
求
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
十
一
月
に
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
市
場
で
の
職
域
確
保

に
つ
な
げ
る
た
め
、
全
リ
協
登

録
業
者
説
明
会
と
講
習
会
を
実

施
。
本
年
五
月
に
は
、
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
「
応
急
木
造

仮
設
住
宅
の
建
設
に
係
わ
る
災

害
協
定
」
に
つ
い
て
長
崎
県
と

の
話
し
合
い
を
行
い
、
今
後
締

結
に
向
け
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。組

合
員
と
家
族
の
命
と
健
康

を
守
る
建
設
国
保
の
平
成
二
十

九
年
度
予
算
獲
得
運
動
で
は
、

皆
様
の
ハ
ガ
キ
要
請
活
動
等
に

よ
り
、
前
年
度
比
九
億
円
増
の

二
、
九
五
二
億
八
千
万
円
と
な

り
、
現
行
補
助
水
準
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
総
額
が
増
額
と

な
っ
た
の
は
、
実
に
九

年
ぶ
り
で
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

月
七
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
よ
る
自
治

体
と
の
情
報
連
携
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
長
建
国

保
の
給
付
の
申
請
や
届

出
等
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

や
本
人
の
確
認
等
が
必

要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
制
度
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
建
設
産
業
を
取
り

ま
く
環
境
は
、
担
い
手
不
足
な

ど
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
十

分
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
組
合

員
皆
様
方
の
お
力
添
え
と
団
結

で
、
諸
活
動
の
充
実
を
図
り
、

魅
力
あ
る
組
合
作
り
を
進
め
、

組
織
の
強
化
拡
大
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
特
段
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

執
行
部
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

⑴ 組織の力を結集し、年間400名の拡大目標を達成
しよう！

⑵ ふれあい行動の実践で、内部強化を図ろう！
⑶ 青年部の育成と主婦会の親睦を図り、家族ぐるみ
の運動に発展させよう！

⑷ 全市町での住宅リフォーム助成制度の創設と拡充
を目指そう！

⑸ 法定福利費を確保し、賃金引き上げと労働条件の
改善を図ろう

⑹ 魅力ある建設産業を目指し、若年技能者が育つ環
境を築こう！

⑺ 長建国保の国庫補助金を現行水準で確保し、生命
と健康を守ろう！

⑻ 助け合い共済の健全運営で、福祉共済の充実を図
ろう！

⑼ 建設現場から労働災害を撲滅し、安全対策を強化
しよう！

⑽ 大衆増税に反対し、納税者の権利を確立しよう！
⑾ 憲法9条を活かし、平和と民主主義を守ろう！
⑿ 機関紙「建設長崎」をみんなが読む新聞にしよう
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順
不
同
・
敬
称
略
）

第72回定期大会スローガン

大 会 諸 役 員
（敬称略）

◇大会議長◇

山中 茂（西彼）

◇選挙管理委員長

田中 秀則
（選挙管理委員長）

◇大会書記◇

城下 大輔（中小協会担当）

松田 年市（島原）

◇大会運営委員長兼
資格審査委員長

里 雄二郎
（大会運営委員長兼資格審査委員長）

牛島 貴裕（島原支部担当）
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村上青年部長

退
任
役
員

大 会 宣 言
私たちは本日、建設長崎第72
回定期大会を開催し、新年度の
運動方針として、組織の強化と
拡大、仕事と生活を守り、社会
保障の拡充を中心とした取り組
みを決定した。
国土交通省は、建設業界への
若年入職者の減少が危機的状況

だとして、公共工事における設計労務単価の引き
上げや社会保険への加入を進め、法定福利費の確
保を求めているが、国が指導している標準見積書
を1次だけでなく2次や現場で働く人達が、法定
福利費相当分を含む適正な単価と賃金を確保しな
ければ、将来の建設業を担う技能労働者は育たな
い。
安倍政権は、消費税の税率10％を平成31年10月
まで先送りにし、景気回復を進めているが景気回
復の実感はほとんどない。
大企業の大幅な利益向上のみが目立つなかで、
中小の現場で働く人の仕事と生活は依然厳しいま
まである。
私たちが要望してきた県住宅性能向上リフォー
ム支援事業は、「長崎県3世代同居・近居促進事
業」へとなり、安心して子育てができる住まいつ
くりを促進する為の助成へとなっている。しかし
各市町が独自に実施している「住宅リフォーム助
成制度」は継続され、私たちにとっての仕事確保
につながり、大きな経済波及効果をもたらしてい
る。
引き続き県下各自治体に住宅リフォーム助成制
度の創設・拡充を要請し、地域に根ざした地元工
務店の受注機会と適正価格の回復で若手技能後継
者が育つ賃金・労働条件の環境づくりをめざして
いかねばならない。
また、私たちの生命と健康を守る建設国保は、
建設労働者にとって最も適した健康保険であり、
組合の歴史は国保の育成強化を求める運動と連動
して推進してきた。
私たちは建設国保の現行補助水準の獲得と医療
保険制度の一元化に反対し、全国の仲間と共に建
設国保を守る運動に全力で取り組んでいく。
組織を増やす運動では400名の仲間を拡大する
事を目標に、「組織の強化・拡大で仕事確保を図
り、建設現場で働く者の未来と希望の実現を目指
そう！」をメインスローガンとして、本大会で決
定した運動方針に則って全力で推進することを宣
言する。
平成29年7月16日

長崎県建設産業労働組合第72回定期大会

年
間
五
名
以
上
の
組
織
拡
大
へ
ご
協
力
を

頂
い
た
方
々
で
す
。

ご
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第72回 定期大会に参加して
今後も積極的に参加したい

20年前に一度参加した以来の
参加となりました。厳粛な空気
の中、決算・予算・役員改選の
提案があり、無事に七つの議案
の承認となりました。今回組合
員一人ひとりの代表として、定
期大会の流れを確認し、お金の
使い道、どのような活動を今後
行っていくのかなど、理解でき
た部分もありますが、まだまだ
無知な部分もあります。支部に
持ち帰った時に誰にでも説明で
きるように今後も積極的に参加
していきたいと考えております。

佐世保中央支部

大島 吉弘

組合活動改めて知ることができた。
初めて定期大会に参加して、
建設業界の現状についての説明
もあり、とても勉強になりまし
た。また、建設長崎が行ってい
る活動や取り組みを改めて知る
ことができ、今後とも青年部と
して、各種活動や行事に協力し
頑張っていきたいと思います。

浦上西支部

瀬崎 潤

組織拡大 改めて痛感！
数年振りの定期大会参加です。
仕事の確保が厳しい中で、年間
拡大目標達成と純増された所が
五支部もあり、私たちの支部で
も頑張って拡大を行っていかな
ければと改めて痛感しました。
各支部の役員さんも入れ替りが
あり、これから色々と変わるの
だろうと期待もしています。今
日、学んだ事を支部に持ち帰り
支部活動をガンバロウと思います。

中央支部

中島 茂貴

有意義で勉強になった
大会での様々な熱い言霊を分
会隅々まで浸透させてより良く、
また、暖かな仲間作りに少しで
もお役に立てればと思っており
ます。所属している支部の組織
拡大の数には改めて驚きを隠せ
ません。初めての参加ではあり
ますが、有意義な大変勉強にな
る大会でした。

佐世保東支部

辻 敏幸

貴重な意見が反映される事に期待
今年は特に気温が高い中での
大会で、本部役員、支部役員、書
記局、そして組合員の皆さん大
変お疲れ様でした。組合員の貴
重な意見がこれからの組織に反
映され充実していく事を期待し
て組合活動に協力していきたい。

佐世保北支部

柚元 美則

組織拡大に頑張りたい。
久しぶりに参加して、組合員
組織が思っていたより増えてい
ない事に驚きました。自分も組
合の一員として組織の拡大、特
に若年層の増加に向けて頑張り
たいと思います。

北松支部

和田 茂史

良い体験、今後も活動に協力
まず、会員の多さと決算額の
大きさ、又、大会資料の多さに
驚きました。議事に入り議案の
説明が早く、時間が長いので会
場は理解半分で決議されたよう
に思いました。議事説明と資料
の簡略化等、少しわかりやすい
議事運営は出来ないものかと思
います。議案に対し様々な意見
が出たのは良い事だと思います。
良い体験をさせて頂き、今後も、
建設長崎の活動に協力していき
たいと思っています。

平戸支部

松本 芳喜

若い職人さんの加入に努めたい。
少子高齢化の影響が、建設業
界ではとりわけ厳しいと言われ
ていて、今回開催された大会で
も、若手技術者が不足している
現状が議案の中に盛り込まれて
いました。組織拡大、仕事確保
の各種運動を進めながら若い職
人さんの入職・組合加入に努め
ていかなければと考えさせられ
た大会でした。

大浦支部

鳥田 時治

人々の集まりが大きな力となる事を実感。
初めて参加させて頂きました
が、多くの来賓、熱心な出席者
との質疑応答など、予想を超え
る大会でした。現場しか見てい
なかった私としては、建設業界
全体、公的制度、国内だけでな
く世界の情勢や動きに目を向け
る大きな視野を持つことの大切
さに気付かされた一日でした。
また、建設現場の環境や制度を
良くしようとする人々の集まり
が、大きな力となる事も実感で
き大変貴重な体験ができました。

市南支部

一ノ瀬 崇

組織拡大に貢献できるよう頑張りたい。
今回、大会に参加して活動報
告・会計報告など普段組合活動
で知らない事が分り、大変有意
義な時間を過ごすことができま
した。
組合員が増加しているようで
すが、まだ若い組合員が少ない
ので、組織拡大に少しでも貢献
できるように、青年部活動も含
めて頑張ります。

東長崎支部

本田 昇

今後も参加していきたい。
初めての大会に参加させて頂
きました。初めての事であまり
理解が進みませんでしたが、今
後も参加していきたいと思いま
した。

西彼支部

岑山 義徳

組合員の熱い気持ちが伝わった。
初めて大会に出席しました。
決算報告、活動方針、予算（案）
等に対する質問も多く、組合活
動に対する組合員の熱い気持ち
が良く伝わった。私も今後でき
るだけ組合活動に参加したいと
思える一日でした。

浦上東支部

村上 和正

組合に入っていて良かったと思えるように
今回の大会も特に問題もなく、
スムーズな議事進行が行われて
良かったです。大会の中で出た
代議員からの意見や要望を執行
部でしっかり討議して頂き、皆
が入っていて良かったと思える
よう、新年度も頑張って欲しい
と思います。

諫早支部

田中 義則

若手育成も重要
会場に着座してみると廻りは
私と同年代の方が多く、形容し
難い寂しさを感じました。議題
も組織拡大を最重要課題として
取り組み、仕事確保を図ろうと
決意も新たにしたものだったが、
若手育成も最重要課題だという
事を痛感した。支部に戻り、参
加者で行った反省会の席では、
青年部の方と組織の若返りや拡
大について話しもでき、意義あ
る定期大会でした。

大村支部

松野 隆志

これからも運動に協力していく
組合の組織数が二年連続で純
増されたということで大変喜ば
しく思います。島原支部も、昨
年に引き続き純増を達成できま
したので、組合の組織増勢に少
なからず貢献できたのではない
かと思っております。
私は昨年、支部の青年部長を
退任しましたが、これからも変
わらず組合の運動に協力してま
いります。最後に、本部執行委
員を退任する亡き父、木之田隆
に対しまして感謝状を頂き心よ
りお礼申し上げます。

島原支部

木之田亮二

（敬称略）

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第626号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2017年（平成29年）8月15日発行
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平
成
三
十
年
度
国
保
組
合
予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

一
万
六
千
七
百
二
十
一
通

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
保
組
合
の
補
助
金
を
め
ぐ
る
情

勢
が
不
透
明
な
中
、
長
建
国
保
に
対

す
る
現
行
補
助
水
準
の
維
持
に
向
け

組
合
で
組
合
員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ

ガ
キ
要
請
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し

た
所
、
一
万
六
千
七
百
二
十
一
通
の

要
請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
中
央
、
大
浦
、
市
南
、
東

長
崎
、
浦
上
東
、
諫
早
、
大
村
、
島

原
、
佐
中
央
、
佐
東
、
佐
北
、
北
松
、

平
戸
の
十
三
支
部
が
組
織
数
の
二
・

五
倍
と
い
う
目
標
を
達
成
し
、
中
で

も
佐
世
保
北
支
部
は
組
織
数
の
約

三
・
七
倍
を
達
成
し
、
取
り
組
み
に

対
す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
体
で
も
割
当
の
百
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る
取
り
組
み
が
出
来
ま

し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家
族
の

声
を
直
接
伝
え
る
運
動
で
す
。
組
合

は
山
の
よ
う
に
届
い
た
ハ
ガ
キ
を
全

て
点
検
し
、
厚
生
労
働
省
へ
全
通
投

函
し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協

力
頂
い
た
組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

巡回健診の実施について
多くの皆様に健康診断を受診し

ていただけるよう、各地区巡回型
による健康診断を開催します。日
頃からお忙しい皆様にも是非この
健康診断を年に一度の健康チェッ
クとしてご活用いただきますよう
ご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、平成29年4月1日現在で長建国

保に加入している40歳以上の方（同日現在の加入
者で平成30年3月31日までに40歳になる方を含
む）で、長建国保の特定健診受診券の交付を受け
ている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円

で基本検査項目を受診することが出来ます。

■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込

書」にご記入の上、実施日の2週間前までに組合
窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29
－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意
事項など、詳細な受診案内書が送付されますの
で必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送
付される受診票、実費（選択検査項目申込者の
み）、検査用容器など

■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、
医師問診、尿検査（尿糖・尿蛋白）、血液検査（脂
質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン
検査、腎機能検査、心電図検査、貧血検査、痛風検
査、視力・聴力

会 場

たらみ会館

たらみ会館

宇良分館

高来西ゆめ会館

高来会館

森山保健センター

シーハット大村
文化棟

郡地区公民館

竹松出張所

シーハット大村
文化棟

西海保健センター

崎戸中央公民館
大島保健センター

大瀬戸保健センター

西彼教育文化センター

大島農村勤労福祉センター

西海保健センター

大瀬戸保健センター

西彼保健福祉センター

川棚中央公民館

佐々町健康相談センター

（奈留）奈留離島開発総合センター

（奈留）奈留離島開発総合センター

（岐宿）福江島開発総合センター

（岐宿）岐宿町公民館山内分館
（旧山内多目的集会所）

日 時

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

9：00～10：30
13：00～14：30
17：00～19：00

9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：00
9：00～10：30
13：00～14：00
9：00～10：30
13：00～14：00
9：00～10：30
13：00～14：00
7：00～10：00
13：30～14：30
7：00～10：00
13：30～14：30
7：00～10：00
13：30～14：30
7：00～10：00
13：30～14：30

午前

開場6：30
受付7：00

～11：30
期間中毎日
（連続8日間）
（土日を含む）

17：00～19：00

8：30～10：00

8：30～10：30

8：30～10：30

9月11日㈪

9月19日㈫

9月21日㈭

9月22日㈮

10月17日㈫

10月23日㈪

9月11日㈪

9月12日㈫

9月13日㈬

9月14日㈭

9月20日㈬

9月21日㈭

10月2日㈪

10月3日㈫

10月7日㈯

10月8日㈰

10月15日㈰

10月28日㈯

10月11日
～14日

9月22日～

9月29日

9月9日㈯

9月10日㈰

9月11日㈪

9月12日㈫

諫早市

大村市

西海市

川棚町

佐々町

五島市

会 場

（福江）福江総合福祉保健センター

（福江）福江総合福祉保健センター

（福江）福江総合福祉保健センター

（富江）富江町町民センター3階

（福江）福江総合福祉保健センター

（福江）福江総合福祉保健センター

（三井楽）三井楽町公民館

石油備蓄記念会館

若松支所

浦桑生活館

石油備蓄記念会館

有川文化センター

奈良尾保健センター

日 時

8：00～9：30

8：00～9：30
13：00～14：00
17：00～19：00

8：00～9：30

8：30～10：30

8：00～9：30

8：00～9：30

8：30～9：30

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～11：30

9月13日㈬

9月14日㈭

9月15日㈮

9月16日㈯

9月17日㈰

9月19日㈫

9月20日㈬

10月2・
3・4日

10月5・6日

10月10日

10月11・12日

10月13日

10月14日

五島市

新上五島町

会 場
高浜地区公民館
野母崎木場公民館

高浜地区公民館

脇岬地区公民館

野母崎樺島地区公民館

野母崎文化センター

伊王島開発総合センター

長崎市民会館 地下1階
（文化ホール入口側）

香焼公民館

古賀地区市民センター

椿が丘自治公民館
岳路自治公民館

川原地区公民館

為石地区公民館

蚊焼地区公民館

総合地域施設（宮崎集会所）
三和木場自治公民館

晴海台地区公民館

北公民館（チトセピア3階）（西浦上支
所の上）

健康づくりセンター

ダイヤランド・小ヶ倉
ふれあいセンター

福田地区公民館

横尾地区ふれあいセンター

滑石公民館

飯盛ふれあい会館

森山保健センター

田尻公民館

小長井文化ホール

森山保健センター

日 時
9：00～11：00
13：00～14：30
9：00～11：00
13：00～14：30
9：00～11：00
13：00～14：30
9：00～11：00
13：00～14：30

8：00～11：00

9：00～11：00
13：00～14：00
10：00～11：30
13：30～15：00
9：00～11：00
13：00～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

9月1日㈮

9月5日㈫

9月7日㈭

9月8日㈮

9月10日㈰

9月12日㈫

9月13日㈬

9月20日㈬

9月21日㈭

9月25日㈪

9月27日㈬

9月28日㈭

9月29日㈮

10月2日㈪

10月4日㈬

10月6日㈮

10月10日㈫

10月11日㈬

10月16日㈪

10月23日㈪

10月26日㈭

9月1日㈮

9月4日㈪

9月5日㈫

9月6日㈬

9月10日㈰

長崎市

諫早市

日々業務に頑張っていきたい。
初めての定期大会は、経験し
たことがない事ばかりで戸惑い
ましたが、組合の活動や運動方
針に加え、建設業界の情勢など、
様々な事を知ることが出来て、
とても勉強になりました。これ
からも努力を忘れずに、日々の
業務に頑張っていきたいと思い
ます。

定期大会の重要性学べた
私は、本部総務として事前準
備や当日の大会進行等の勉強も
させて頂き、定期大会の重要性
を学びました。運動方針でも述
べられていたように、全産業で
高齢化が進行し建設業界でも少
子化による様々な問題が発生し
ています。その中で組合として
どう対応し解決していくのか。
私も書記局員の一人として真剣
に考え、業務に取り組みたいと
思います。

書記局

德永 輝斗

皆さんの意見、大変勉強になった。
今回初めて定期大会に参加さ
せて頂きました。大会資料の報
告時に組合員さん達の意見を直
接聞く事ができ、大変勉強にな
りました。普段は支部での申請
手続きなどでしか、お話しする
機会もありませんが、組合員皆
様のお役に立てるよう頑張りた
いと思います。

書記局

池田 彩華
書記局

向井 和美

組合の特定健診は、組合指定の医療機関や巡回健診の他
に、県内各市町が実施する特定健診（集団健診）でも受診
することができます。今回、下記の通り実施されますので
お住まいの地域で実施される集団健診もぜひご利用下さい。

平成29年度長崎県内市町実施特定健診
【集団健診】日程表《9月～10月》

◆集団健診ご利用にあたっての注意事項◆
1．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」と「保
険証」、記入済みの「質問票」を必ず持参して下さ
い。

2．下記市町のうち、佐世保市、大村市、対馬市、長
与町では事前予約が必要ですのでご注意下さい。

3．集団健診は、当該市町に居住する方のみ受診可能
です。尚、一部の会場では市町国保に加入する方の
受診が優先され人員等の理由により受診できない場
合があります。

4．掲載の日時、会場等については変更される場合が
あります。

5．市町によっては、各種がん検診も同時に実施され
ますので、詳細につきましては、各市町窓口へお問
い合わせいただくか、市町発行の広報誌にてご確認
下さい。

■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
健診会場（予定）

佐世保技能会館
建設長崎島原支部事務所

健診時間帯
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成29年11月19日㈰
平成29年11月26日㈰

《お申込みのお願い》
巡回健診のお申込みは準備の都合上、
実施日の2週間前までに組合へお願いします。

毎月1回15日発行 2017年（平成29年）8月15日発行建 設 長 崎第626号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�



建設長崎大運動会
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（
一
社
）長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

第
5
回
定
期
総
会

〜
適
正
な
仕
事
・
利
潤
・
賃
金
で

建
設
業
の
明
る
い
未
来
を
創
造
し
て
い
く
〜

中
央
支
部

《
参
加
者
》

敬
称
略

西
村

忠
光
、

大
町

誠

石
橋

廣
喜
、

樋
口

正
人

田
森

勝
、

林

次
夫

山
下

廣
造
、

太
田

俊
一

坂
口

忠
義
、

馬
場

秀
行

内
野

幸
雄
、

本
多

常
秋

馬
場
ヒ
ロ
子
、

石
橋

秋
代

大
町
き
み
子
、

樋
口
須
磨
子

舩
津
委
員
長
、

石
田
書
記
長

協
会
は
、
平
成
二
十
九
年
七

月
二
十
一
日
㈮
、
第
五
回
定
期

総
会
を
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長

崎
に
お
い
て
開
催
。

里
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
北
村
会
長
は
あ

い
さ
つ
で
、「
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
、
住
宅
企
業
が
空
前
の
売

り
上
げ
を
示
し
て
い
る
な
か
、

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は

五
年
連
続
で
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
上
が
っ
た
設

計
労
務
単
価
や
法
定
福
利
費
は
、

私
た
ち
中
小
建
設
業
者
や
技
能

労
働
者
に
は
、
ほ
と
ん
ど
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
人
口
減

少
、
高
齢
化
に
よ
る
労
働
者
不

足
な
ど
が
足
か
せ
と
な
っ
て
い

る
」
な
ど
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、

「
私
た
ち
は
適
正
な
仕
事
、
適

正
な
利
潤
、
適
正
な
法
定
福
利

費
、
適
正
な
賃
金
等
で
、
建
設

産
業
の
明
る
い
未
来
を
創
造
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
県
・
市
・
町
に

対
し
て
さ
ら
に
安
定
し
た
公
共

工
事
の
維
持
、
そ
し
て
持
続
的

な
予
算
の
要
請
を
す
る
と
と
も

に
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
循
環
支
援

事
業
、
三
世
代
同
居
・
近
居
促

進
事
業
、
市
町
単
独
の
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

の
継
続
・
拡
充
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。続

い
て
、
来
賓
あ
い
さ

つ
と
し
て
、
長
崎
県
知
事

の
代
理
と
し
て
出
席
さ
れ

た
長
崎
県
土
木
部
の
吉
田

慎
一
次
長
及
び
長
崎
県
建

設
産
業
団
体
連
合
会
の
谷

村
隆
三
会
長
に
、
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十

八
年
度
の
事
業
報
告
、
歳

入
歳
出
決
算
報
告
。
ま
た
、

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）、
歳
入
歳
出

予
算
（
案
）
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
伊
藤
副
会
長
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
定
期

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

日
見
分
会
住
宅
デ
ー

〜
猛
暑
の
中
、
地
域
住
民
と
触
れ
あ
い
。
住
宅
相
談
も
〜

日
見
分
会
で
は
、
七
月
三
十

日
㈰
に
網
場
漁
協
の
敷
地
を
お

借
り
し
て
、
無
料
奉
仕
活
動
を

開
催
。
こ
の
日
は
こ
の
夏
の
最

高
気
温
を
更
新
さ
れ
た
の
で
は

と
思
え
る
ほ
ど
の
猛
暑
で
、
お

客
さ
ん
の
来
場
を
心
配
し
な
が

ら
、
包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り
、

無
料
住
宅
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

一
週
間
前
の
日
曜
日
の
午
前

十
時
か
ら
分
会
組
合
員
の
皆
さ

ん
で
、
一
時
間
ほ
ど
か
け
て
漁

協
の
近
隣
住
宅
へ
チ
ラ
シ
を
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
甲
斐
も
あ
り
、

朝
九
時
の
受
付
か
ら
包
丁
と
ま

な
板
を
持
っ
た
奥
様
方
、
ご
主

人
方
が
見
え
は
じ
め
、
手
慣
れ

た
手
つ
き
で
見
る
間
に
包
丁
が

研
ぎ
上
が
り
ま
す
。
ま
な
板
も

出
刃
包
丁
で
た
た
か
れ
た
傷
の

入
っ
た
物
が
持
ち
込
ま
れ
、
手

カ
ン
ナ
で
削
り
す
べ
す
べ
の
仕

上
が
り
に
持
ち
込
ん
だ
奥
様
も

笑
顔
に
な
り
ま
す
。
お
礼
に
と

冷
た
い
飲
み
物
の
差
し
入
れ
、

そ
し
て
、
自
宅
の
修
繕
の
相
談

も
持
ち
込
ま
れ
、
地
域
住
民
と

猛
暑
の
中
暖
か
く
触
れ
合
え
た

住
宅
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

諫
早
支
部
主
婦
会
は
、
六
月

六
日
よ
り
、
親
睦
と
さ
さ
や
か

な
勉
強
会
を
兼
ね
て
、
十
名
で

一
泊
の
小
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

稲
佐
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
ま

し
た
が
、
夜
景
が
と
て
も
綺
麗

で
感
動
し
ま
し
た
。
翌
日
は
、

久
し
ぶ
り
に
浜
の
町
の
散
策
や

眼
鏡
橋
辺
り
の
紫
陽
花
を
楽
し

み
、
日
頃
の
慌
た
だ
し
さ
を
忘

れ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
修
学
旅
行
に

来
て
い
た
横
浜
の
高
校
生
の
隣

に
な
り
、
孫
み
た
い
だ
な
と
思

い
つ
つ
楽
し
く
会
話
が
は
ず
み
、

と
て
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

次
回
の
旅
行
も
楽
し
み
で
す
。

（
村
上
敏
子
）

主催／長崎県建設産業労働組合
共催／長崎県建設事業国民健康保険組合

（一社）長崎県中小建設業協会

諫早支部主婦会 小旅行会

平成29年度・組合員家族慰安

建建設設長長崎崎大大運運動動会会
開催のお知らせ

平成29年
10月22日（日）
午前10時開会

琴海中部
運動公園
（長崎市長浦町）
※雨天の場合は中止

と き

ところ

北村会長

～日常を忘れて、
楽しいひとときを過ごす～
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